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平成２９年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
4. 衛生費 5. 献血推進事業

1. 保健衛生費

1. 保健衛生総務費 社会福祉課

（佐倉市）　　

第１章
思いやりと希望にみちたまちづくり -

平成28年度 -

経常 単独 計画 0 0 880 基本施策１
地域福祉活動の充実 平成29年度 -

平成30年度 -

施策２
地域福祉活動に関する情報の発信を推進します 平成31年度 -

平成32年度 -

0

918 918

・必要な血液を献血で確保します。 医学の進歩や各種の研究が進んでも、人間の血液に勝る 市民や市内事業所に勤務する方等の献血への参加協力に

代用品が見つからないことから、県内の血液は県内で自給自足できるよ より、安全性の高い血液を献血により確保することができます。

う献血への参加協力を呼びかけ、必要な血液量を確保します。

　少子高齢化が進展する中、若年層の献血離れが 佐倉市献血推進協議会への交付金に関して見直し

進んでいます。献血に対する理解が得られるよう、より一層の命の大切 を行い、平成29年度からは交付金を廃止し、報償費に予算を組み替えた

さ、献血事業の重要性を啓発していく必要があります。 。

08 918 138 780

差引一般財源 0 918 0 918


